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大阪大学の最先端教育研究拠点〔ポートフォリオ〕 3

国家戦略技術領域
AI・先端ロボット関連技術

量子関連技術

半導体・通信関連技術

バイオ・ヘルスケア関連技術

フュージョンエネルギー関連技術

宇宙関連技術

下図：CSTI重要技術領域検討WG
取りまとめ概要（2025/11/27）から抜粋

新興・基盤技術領域
造船関連技術

航空関連技術

デジタル・サイバーセキュリティ関連技術
農業・林業・水産関連技術
（フードテックを含む）

資源・エネルギー安全保障・GX関連技術

防災・国土強靭化関連技術

創薬・医療関連技術

製造・マテリアル（重要鉱物・部素材）関連技術
モビリティ・輸送・港湾ロジスティクス（物流）

関連技術
海洋関連技術

 大阪大学の強い研究領域で、かつ「国等の重要技術分野（国＋大阪府等）」を戦略的に重点推進
 〔6つの戦略的領域〕で、産業を伸ばし健康経済安全保障に寄与

【国内の研究機関、企業等とのネットワークは参考資料P17参照】

重点研究 3領域
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免疫学フロンティア研究センター・坂口 志文 特別栄誉教授
が2025年ノーベル生理学・医学賞を受賞

免疫学・オルガノイド 4

➤大阪成長戦略「Beyond EXPO 2025」の成長産業としてコミット。大阪北部から中心部まで広域展開
➤大阪関西の製薬企業や医療機器産業と大学の研究成果を結びつけ、オープンイノベーションを一層推進
➤国内唯一の関連19病院＋1万床超の医療情報ネットワーク（OCR-net）も活用した創薬・先端医療開発
➤坂口特別栄誉教授の研究を更に発展させ、健康経済安全保障へ寄与（レグセルによる研究成果の実装）
➤これらにより、次代を担う感染症・創薬研究を推進

IFReCを
軸とした
拠点発展の
ポイント

継続的支援と世界的コラボレーションの結晶化
 ノーベル賞に至る科学的発見 長い時間をかけWPIを経てノーベル賞を受賞
 WPIによる基礎研究への継続的支援と「強い免疫」の社会実装に産業界からの支援を惹き
つけ、世界中から若手、トップレベル研究者が集まる研究環境を構築

重点研究3領域

 最先端のアカデミア研究環境を起点として「世界から人が集まる」拠点を形成
 官民の研究費獲得と大学改革の組み合わせにより研究拠点が面的に広がり、産業クラスタ形成へ

未来を切り拓く研究拠点の連鎖と人材育成
 連綿と継承される強い免疫学グループの発展。2007年 免疫学フロンティア研究センター
（IFReC）がWPI採択 2021年感染症総合教育研究拠点（CiDER） 2022年 ワクチン開発
拠点先端モダリティ・ドラッグデリバリーシステム研究センター（CAMaD）等へと連鎖発展

 2024年感染症学・免疫学学位PG創設へ発展〔ボン大学（独）・マヒドン大学（タイ）等連携〕

社会を変える実装で企業と包括連携〔中外製薬（10年間、総額100億円の支援）・大塚製薬〕

【参考資料P18参照】

ポイント1

ポイント2

ポイント3

関西にライフサイエンス産業クラスタを形成

※WPI (World Premier International Research Center Initiative)

発展プロセス

今後の方向性

第1回日本オープンイノベーション大賞受賞
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兵庫

大阪・関西サイエンスヒルズ構想 10
 地域一体型の国際的な知の創造と人材育成のための拠点を拡大展開
 大阪成長戦略「Beyond EXPO 2025」にコミットし、大阪の経済成長・海外展開に貢献

大阪の成長産業分野
ライフサイエンス カーボンニュートラル

モビリティ ロボット・AI
スタートアップ

大阪のGDP目標（2040年）
名目 81.0兆円（国：1,000兆円）
実質 57.4兆円

奈良

中之島センター

人間性（Humanity）を尊重
した科学技術の社会実装

SSI、ELSIセンター等

大阪府と連携した再生医療の
産業化推進

グローバルスタートアップ創出
支援事業でライフサイエンス分野
の社会実装を支援

大阪大学みらい創発hive

量子ソフトウェアの産学連携
の場を形成へ
強い研究分野と街との接点
アントレプレナーシップ教育

梅田エリア中之島エリアライフサイエンス AI・アンドロイド量子情報・生命
未来医療国際拠点
（中之島クロス）

大阪・関西サイエンスヒルズで分野を見定めたスタートアップ集積

大阪大学が進める教育研究拠点

【内 157社が関西圏】

2024年時点の大阪大学発
スタートアップ数 263社

連
携

2035年までに700社超の
創出を目指す

名古屋・東海産学融合拠点と
組織対組織の連携により我が国の成長を牽引

「大阪・関西サイエンスヒルズ」

京都

アカデミア連合形成地域産業クラスタ

大阪商工会議所
関西経済連合会
関西経済同友会
大阪府市
省庁 等

大阪・関西

関西・東海広域連携

産学連携・高大接続等の
ノウハウを共有

京都

【参考資料P23参照】

領事館の活用
（15館） 「名古屋・東海産学融合拠点」
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大阪大学の「世界に伸びる」グローバル展開 13
 世界中に広がるグローバルナレッジパートナー（GKP）等「世界に伸びる」大学を体現
 GKPでは双方トップのコミットメント。全学的な組織間連携により国際共同研究や人材交流を
促進し、地球規模の社会課題に挑む世界的研究拠点／ネットワークの形成や高度人材を育成

GKP校
15大学

 ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン（英）
 上海交通大学（中国）
 グローニンゲン大学（蘭）
 ブリティッシュ・コロンビア大学（加）
 カリフォルニア大学デービス校（米）
 カリフォルニア大学サンディエゴ校（米）
 メルボルン大学（豪）
 モナシュ大学（豪）

 ゲッティンゲン大学（独）
 カールスルーエ工科大学（独）
 ストラスブール大学（仏）
 デルフト工科大学（蘭）
 ビーレフェルト大学（独）
 マンチェスター大学（英）
 ハイデルベルク大学（独）

2026年2月1日現在

▶ 国際的注目を集めるGISHWの
大阪・関西万博イベントに大阪大学が登場

（左）IEC会長
（右）ISO会長

双方からのシードファンド拠出による新たな国際共同研究の立ち上げ促進
（UCL、マンチェスター大学）

上海交通大学との学術交流セミナー（約30年の実績）
メルボルン大学との合同ワークショップ（免疫分野等）
シリコンバレーに大学発スタートアップ連携拠点を設置
（Berkeley SKYDECK（UC Berkeley発アクセラレータ）との連携）

GKPとの連携取組例 ▶ 国際連携・展開の強化
 第10回「HeKKSaGOn学長会議」を開催（2025年10月）

坂口志文特別栄誉教授らが設立したレグセル株式会社
が2026年から米国で医薬品の臨床試験を開始

大阪大学主催

6大学による
日独大学間
アライアンス

シリコンバレーと日本をつなぐ大学発スタートアップ
アルファフュージョン社、Thinker社
「Japan–U.S. Innovation Awards」※
の2025 Innovation Showcase企業に2社同時に選出

Global Initiative for Safety, Health & Well-being at EXPO2025 and Beyond 

※スタンフォード大学と北カリフォルニア・ジャパンソサエティが共催

国際標準化

日越学長会議（50校を超える大学が参画）の幹事校
（2026年度）

▶ スタートアップの国際展開
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 大学発スタートアップが社会実装を実現するために各種社会制度・法務での支援が不可欠
 学内に法的支援体制を構築

【参考】大学発スタートアップの成長に向けた法的支援体制 22

企業法務、知財法務、スタートアップ法務、大学法務、行政法務、国際法務等のトータル支援が必要
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